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松
原
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

阿
保
で
河
内
木
綿
の
織
機
を
利
用

世
界
に
向
か
う
松
原
の
金
網
技
術

　
松
原
に
は
、
地
場
産
業
と
し
て
金
網
の

生
産
が
い
き
づ
い
て
い
ま
す
。
と
く
に
、

阿あ

保お

公
民
館
の
建
つ
海か
い
泉ず
み
池い
け
北
側
の
町
工

場
で
金
網
の
製
造
が
盛
ん
で
す
。
路
地
か

ら
路
地
へ「
ガ
ッ
チ
ャ
ン
、
ガ
ッ
チ
ャ
ン
」

と
機
械
の
音
が
鳴
り
響
い
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
、
松
原
市
域
の
農
村
で
は
河

内
木も

綿め
ん
が
栽
培
さ
れ
、
商
品
化
し
て
い
ま

し
た
。
明
治
・
大
正
時
代
に
入
っ
て
も
、

木
綿
生
産
を
生
か
し
て
織
物
工
場
が
つ
く

ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
や
が
て

河
内
木
綿
の
需
要
が
減
少
し
て
き
た
こ
と

か
ら
、
近
代
以
降
、
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た

金
網
の
生
産
に
河
内
木
綿
の
織
機
が
金
網

の
織
機
に
利
用
で
き
る
こ
と
に
着
目
し

て
、
阿
保
で
金
網
生
産
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。

　
明
治
三
十
五
年（
一
九
〇
二
）、
阿
保
の

岩い
わ

崎さ
き

藤と
う

吉き
ち

は
、
織
物
の
技
術
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
天
満（
大
阪
市
）の
大
阪
金
網
で

技
術
を
修
得
し
た
後
、
阿
保
に
戻
っ
て
、

明
治
三
十
九
年（
一
九
〇
六
）、
金
網
業

を
始
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
藤
吉

の
家
は
海
泉
池
北
堤
を
阿
保
神
社
へ
向
か

う
、今
の
阿
保
集
会
所
前
に
あ
り
ま
し
た
。

　
藤
吉
は
、
近
く
の
出で

島じ
ま

総そ
う

次じ

郎ろ
う

ら
と
共

に
金
網
製
造
の
普
及
に
つ
と
め
、
そ
の
技

術
は
阿
保
の
旧
綿
織
業
者
間
に
広
ま
り
、

織
物
工
場
が
金
網
工
場
に
変
わ
っ
て
い
っ

た
の
で
し
た
。

　
藤
吉
は
、
明
治
七
年（
一
八
七
四
）
生

ま
れ
で
、
昭
和
三
十
五
年（
一
九
六
〇
）

三
月
二
十
五
日
、
八
十
八
歳
で
生
涯
を
閉

じ
ま
し
た
。
法
名
は
釋

し
ゃ
く
遺い

功こ
う
。
自
宅
前
の

檀
那
寺
で
あ
っ
た
西さ

い
徳と
く
寺じ（
真
宗
大
谷
派
）

が
葬
儀
の
導
師
を
つ
と
め
ま
し
た
。
す
で

に
藤
吉
墓
は
、
大
正
七
年（
一
九
一
八
）

四
月
、
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
藤
吉
四
十
五

歳
の
時
、
阿
保
墓
地
に
建
て
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
正
面
に
楠な

ん
公こ
う
の
菊き
く
水す
い
紋も
ん
を
は
め
こ

み「
岩
崎
墓
」と
あ
り
、
左
右
に「
大
正
七

年
四
月
立
建
」「
俗
名
岩
崎
藤
吉
」、
台
石

に「
門
弟
中
」
と
あ
り
ま
す
。
墓
地
中
央

の
観
音
像
や
地
蔵
像
を
祀
る
堂
の
す
ぐ
東

側
で
す
。

　
藤
吉
墓
の
南
側
に
は
、
無
縁
塔
が
あ

り
、
多
く
の
墓
石
が
何
段
に
も
わ
た
っ
て

並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
段
目

東
南
隅
に
は
、
藤
吉
が
明
治
三
十
九
年

（
一
九
〇
六
）
二
月
に
建
て
た
両
親
の「
釋

浄
信 

釋
尼
法
海
」
墓
も
見
ら
れ
ま
す
。
も

と
も
と
は
、
藤
吉
墓
の
東
側
に
並
ん
で
い

ま
し
た
。

　
大
正
十
年（
一
九
二
一
）、
藤
吉
や
総
次

郎
ら
か
ら
技
術
修
得
し
た
西に

し

田だ

虎と
ら

吉き
ち

は
、

西
田
虎
金
網
製
作
所
を
輿
こ
し
ま
し
た
。

今
も
使
わ
れ
て
い
る
工
場
は
大
正
末
期
の

建
物
で
、
何
本
も
の
丈
夫
な
梁は

り

で
支
え
ら

れ
、
当
時
動
い
て
い
た
手
織
り
機
の
巨
大

な
部
材
も
天
井
に
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
に
入
っ
て
、
阿
保
で
は
金
網
工

場
が
増
え
、
昭
和
十
年（
一
九
三
五
）
に

は
松
原
金
網
組
合
も
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

四
〇
社
以
上
の
金
網
工
場
が
加
盟
し
て
い

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

　
阿
保
の
金
網
業
が
い
っ
そ
う
発
展
す

る
の
は
、
昭
和
九
年（
一
九
三
四
）
七
月
、

土
木
・
建
築
用
総
合
金
網
メ
ー
カ
ー
の
松

井
金
網
が
府
内
や
奈
良
県
内
に
散
在
し
て

い
た
工
場
を
阿
保
に
集
約
し
、
松
原
工
場

を
建
設
し
た
こ
と
で
す
。

　
松
井
金
網
は
明
治
十
年（
一
八
七
七
）

四
月
、
大
阪
で
松
井
末
治
郎
が
創
立
し
た

の
で
す
が
、
大
正
時
代
に
同
店
で
仕
事
を

し
て
い
た
縁
戚
の
馬ば

場ば

傳で
ん
次じ

郎ろ
う
が
、
昭
和

二
年（
一
九
二
七
）
四
月
、
阿
保
に
来
て

金
網
生
産
を
始
め
て
い
た
の
で
す
。
そ
の

七
年
後
に
、
傳
次
郎
の
自
宅
兼
工
場
周
辺

の
土
地
を
松
井
金
網
が
買
い
取
っ
て
新
工

場
を
建
て
、
の
ち
本
社
も
阿
保
に
移
し
た

ほ
ど
で
す
。

　
今
の
阿
保
六
丁
目
、
海
泉
池
北
堤
か
ら

阿
保
墓
地
に
至
る
道
路
両
側
に
工
場
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。
傳
次
郎
は
松
原
工
場

の
責
任
者
だ
け
で
な
く
、
全
国
組
織
の
日

本
金
網
団
体
連
合
会
の
ト
ッ
プ
に
な
る
な

ど
、
金
網
業
界
の
発
展
に
も
尽
く
し
ま
し

た
。
藤
吉
の
妻
サ
ヨ
が
自
宅
東
側
の
松
井

金
網
で
働
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
藤
吉

の
葬
儀
を
松
井
金
網
が
執
り
行
っ
て
い
ま

す
。
サ
ヨ
も
そ
の
数
年
後
に
亡
く
な
り
、

藤
吉
墓
に
眠
っ
て
い
ま
す
。

　
松
原
の
金
網
の
祖
と
い
え
る
藤
吉
の
技

術
を
発
展
さ
せ
、
今
で
は
世
界
に
羽
ば
た

く
ス
ー
パ
ー
メ
ッ
シ
ュ
の
ハ
イ
テ
ク
製
品

も
松
原
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

vol.222vol.222 松原の金網生産の祖、

▲阿保の金網を紹介した「まつばらいろはかるた」
（平成27年10月、松原市教育委員会発行）

▶
岩
崎
藤
吉
墓

（
阿
保
6
丁
目
・
阿
保
墓
地
）

▶
岩
崎
藤
吉
建
立
の
両
親
の
墓
石

岩崎藤吉
西田 孝司（松原市文化財保護審議会）


